
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスク記録再生装置の本体内にディスクを収納した後、挿入口で新たなディスクの誤挿
入を防止する誤挿入防止突起を備えたディスク誤挿入防止装置において、
前記本体内の挿入口に配置されて前記ディスクを収納するとともに前記挿入口の上部に突
出する第１誤挿入防止突起を備えた固定シャシと、
前記固定シャシ内に浮動状態に支持されて側面及び少なくとも上面を有して内部にターン
テーブルなどの部品を設け、前記ディスクを設置して記録再生する移動シャシと、
前記移動シャシ内に回動可能に支持して前記ディスクを引き込むローラ及び第２誤挿入防
止突起を有して交互にいずれかが前記挿入口に出没するように回動するアーム部材とを備
え、
前記移動シャシは、前記挿入口に延在する上面に切り欠き部を設けて前記第１誤挿入防止
突起を挿通するように介在させるとともに、前記挿入口で新たなディスクの誤挿入を防止
する際に前記第２誤挿入防止突起の先端を前記上面まで延在して重なるように設けたこと
を特徴とするディスク誤挿入防止装置。
【請求項２】
請求項１に記載のディスク誤挿入防止装置において、
前記第１誤挿入防止突起と切り欠き部とは、前記固定シャシ及び移動シャシの上面に各々
少なくとも一箇所以上設けたことを特徴とするディスク誤挿入防止装置。
【請求項３】
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請求項１に記載のディスク誤挿入防止装置において、
前記第１誤挿入防止突起は、前記固定シャシに一体成型品、曲げ、絞り、または別部品の
いずれかにより突出させて設けたことを特徴とするディスク誤挿入防止装置。
【請求項４】
請求項１に記載のディスク誤挿入防止装置において、
前記ディスクは、ＣＤ、ＤＶＤなどのディスクであることを特徴とするディスク誤挿入防
止装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディスク誤挿入防止装置に係り、より詳細にはディスク記録再生装置の本体内
にディスクを収納した後、挿入口で新たなディスクの誤挿入を防止する誤挿入防止突起を
備えたディスク誤挿入防止装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば、ＣＤ、ＤＶＤなどのディスクを記録再生するディスク記録再生装置の本体
内には、所定のディスクを挿入してターンテーブルなどの記録再生位置に設置（ローディ
ング）した際、再び、挿入口に誤って新たなディスクを挿入しないように防止するディス
ク誤挿入防止装置を備えている。この従来のディスク誤挿入防止装置は、本体内に所定の
ディスクを収納した後、挿入口に誤挿入防止突起を突出させて新たなディスクが挿入しな
いように防止する構造を備えている。図７は、このような従来のディスク誤挿入防止装置
を示す斜視図である。また、図８は、図７に示したディスク誤挿入防止装置の動作を示す
図であり、図８（ａ）はディスク１を挿入する前の状態を、図８（ｂ）はディスク１を収
納した後の状態を、図８（ｃ）はディスク１－１を収納した後に新たなディスク１－２を
誤挿入した状態を各々示している。
【０００３】
図７に示すように、従来のディスク誤挿入防止装置は、ＣＤ、ＤＶＤなどのディスクを記
録再生するディスク記録再生装置の本体（図示せず）内に収納されており、この本体内の
挿入口（図示せず）に配置されてディスク１を収納する固定シャシ６０と、この固定シャ
シ６０内に浮動状態に支持されてターンテーブル７６などの記録再生部品を備えてディス
ク１を設置（ローディング）して記録再生する移動シャシ７０と、この移動シャシ７０に
回動可能に支持されてディスク１を引き込むローラ８２または誤挿入防止突起８４のいず
れかを回動により出没させるアーム部材８０とを備えている。
【０００４】
ここで、固定シャシ６０は、本体内の挿入口に配置されてディスク１を収納するとともに
、ディスク１に傷等のダメージを与えないように挿入口の上部に突出して円滑に案内する
ディスクガイド６２を備えている。また、移動シャシ７０は、固定シャシ６０内にダンパ
７４を介して浮動状態に支持されてディスク１を設置するターンテーブル７６などの記録
再生部品を配置しており、ディスク１の記録再生時に外部からの振動や衝撃を吸収できる
ように形成している。
【０００５】
また、アーム部材８０は、移動シャシ７０の軸８０ａにより回動可能に軸支されており、
この軸８０ａを支点にして一端側にディスク１を引き込むローラ８２と、他端側にディス
ク１－１の収納後に新たなディスク１－２が誤挿入（二重入れ：図８（ｂ）参照）される
ことを防止する誤挿入防止突起８４とを各々設けている。ここで、ローラ８２は、軸８０
ａを支点に回動してディスクガイド６２に向かって上昇し、ディスクガイド６２とともに
ディスク１を挟んでターンテーブル７６に搬送するように形成している。また、誤挿入防
止突起８４は、軸８０ａを支点に回動して、ディスク１の誤挿入を防止する挿入口の開口
位置に突出して停止するように形成している。
【０００６】
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このような構成からなる従来のディスク誤挿入防止装置を用いる場合、まず、図８（ａ）
に示すように、軸８０ａを支点にアーム部材８０を回動してローラ８２をディスクガイド
６２に向かって上昇させてディスク１を引き込む状態にする。そして、ディスク１を挿入
口に挿入すると、ディスク１がディスクガイド６２とローラ８２との間に挟まれてローラ
８２の回転によりターンテーブル７６に搬送される。この際、アーム部材８０は、図８（
ｂ）に示すように、ディスク１－１がターンテーブル７６に搬送されると同時に軸８０ａ
を中心に回動し、ローラ８２を降下させて誤挿入防止突起８４を上昇させることで新たな
ディスク１－２が誤挿入しないように防止する。
【０００７】
このように、従来のディスク誤挿入防止装置は、所定のディスク１－１を収納した後にア
ーム部材８０を回動させて挿入口に誤挿入防止突起８４を突出させることで、新たなディ
スク１－２が誤挿入しないように防止していた。
しかしながら、従来のディスク誤挿入防止装置では、図８（ｃ）に示すように、アーム部
材８０を支持する移動シャシ７０が固定シャシ６０内に浮動（フローティング）状態で支
持されているため、ディスク１－１を収納した後にアーム部材８０とディスクガイド６２
との間に新たなディスク１－２を差し込むことで、このディスク１－２が移動シャシ７０
とともにアーム部材８０を押し下げて固定シャシ６０内に誤挿入してしまうことがあった
。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来のディスク誤挿入防止装置では、図８（ｃ）に示したように、ディスク
１－１を収納した後に新たなディスク１－２をアーム部材８０とディスクガイド６２との
間に差し込むことで、この新たなディスク１－２がアーム部材８０を押し下げて固定シャ
シ６０内に誤挿入してしまうため、固定シャシ６０内で動作中の内部装置を破損、または
ディスクの傷などの悪影響を与えるという不具合があった。
本発明はこのような課題を解決し、ディスクを収納した後に新たなディスクの誤挿入を確
実に抑えて装置及びディスクに与える悪影響を防止するディスク誤挿入防止装置を提供す
ることを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明は上述の課題を解決するために、ディスク記録再生装置の本体内にディスクを収納
した後に挿入口で新たなディスクの誤挿入を防止する誤挿入防止突起を備えたディスク誤
挿入防止装置であって、本体内の挿入口に配置されてディスクを収納するとともに挿入口
の上部に突出する第１誤挿入防止突起を備えた固定シャシと、この固定シャシ内に浮動状
態に支持されて側面及び少なくとも上面を有して内部にターンテーブルなどの部品を設け
てディスクを設置して記録再生する移動シャシと、この移動シャシ内に回動可能に支持し
てディスクを引き込むローラ及び第２誤挿入防止突起を有して交互にいずれかが挿入口に
出没するように回動するアーム部材とを備え、移動シャシは挿入口に延在する上面に切り
欠き部を設けて第１誤挿入防止突起を挿通するように介在させるとともに、挿入口で新た
なディスクの誤挿入を防止する際に第２誤挿入防止突起の先端を上面まで延在して重なる
ように設ける。
ここで、第１誤挿入防止突起と切り欠き部とは、固定シャシ及び移動シャシの上面に各々
少なくとも一箇所以上設けることが好ましい。また、第１誤挿入防止突起は、固定シャシ
に別部品、一体成型品、曲げ、または絞りのいずれかにより突出させて設けることが好ま
しい。また、ディスクは、ＣＤ、ＤＶＤなどのディスクであることが好ましい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
次に、添付図面を参照して本発明によるディスク誤挿入防止装置の実施の形態を詳細に説
明する。図１は、本発明によるディスク誤挿入防止装置の実施の形態を示す斜視図である
。また、図２は、図１に示した第２誤挿入防止突起３４をディスク１の誤挿入を防止する
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位置に回動させた状態を示す図である。また、図３は、図１に示したディスク誤挿入防止
装置の動作を示す図であり、図３（ａ）はディスク１を挿入する前の状態を、図３（ｂ）
はディスク１を挿入する途中の状態を、図３（ｃ）はディスク１を収納した後の状態を各
々示している。また、図４は、図３（ｃ）に示した第２誤挿入防止突起３４により新たな
ディスク１－２の誤挿入を防止する状態を示す図である。
【００１１】
図１に示すように、本発明によるディスク誤挿入防止装置の実施の形態は、図７に示した
従来技術と同様に、ＣＤ、ＤＶＤなどのディスクを記録再生するディスク記録再生装置の
本体（図示せず）内に収納されており、この本体内の挿入口（図示せず）に配置されてデ
ィスク１を収納する固定シャシ１０と、この固定シャシ１０内に浮動状態に支持されてタ
ーンテーブル２６などの記録再生部品を備えてディスク１を設置（ローディング）して記
録再生する移動シャシ２０と、この移動シャシ２０に回動可能に支持されてディスク１を
引き込むローラ３２または第２誤挿入防止突起３４のいずれかを回動により出没させるア
ーム部材３０とを備えている。
【００１２】
ここで、移動シャシ２０は、図７に示した従来技術とは異なり、側面２１及び上面２２を
備えて内部にターンテーブル２６などの記録再生部品を設けている。また、固定シャシ１
０は、本体内の挿入口に第１誤挿入防止突起１２を一体に（図１では２箇所）形成し、こ
の第１誤挿入防止突起１２が移動シャシ２０の上面２２を貫通して挿通するように設けて
いる。この固定シャシ１０は、例えば、樹脂成形により第１誤挿入防止突起１２を一体に
形成している。そして、移動シャシ２０は、上面２２に前述した第１誤挿入防止突起１２
が貫通して挿通するように切り欠き部２２ａを設けている。また、移動シャシ２０は、内
部の上面２２にディスク１を円滑に案内するディスクガイド２８（図３（ａ）参照）を備
えている。そして、この移動シャシ２０は、従来技術と同様に、固定シャシ１０内にダン
パ２４を介して浮動（フローティング）状態に支持されており、ディスク１の記録再生時
に外部からの振動や衝撃を吸収できるように形成している。
【００１３】
また、アーム部材３０は、図７に示した従来技術と同様に、移動シャシ２０の軸３０ａに
回動可能に軸支されており、この軸３０ａを支点にして一端側にディスク１を引き込むロ
ーラ３２と、他端側にディスク１－１の収納後に新たなディスク１－２の誤挿入（二重入
れ：図４参照）を防止する第２誤挿入防止突起３４とを各々設けている。ここで、ローラ
３２は、軸３０ａを支点に回動して移動シャシ２０の上面２２に向かって上昇し、ディス
クガイド２８（図３（ａ）参照）とともにディスク１を挟んでターンテーブル２６に搬送
するように形成している。また、第２誤挿入防止突起３４は、軸３０ａを支点に回動し、
図２に示すように、ディスク１の誤挿入を防止する挿入口の開口位置に突出して停止する
ように形成している。この際、第２誤挿入防止突起３４は、挿入口に突出する先端が移動
シャシ２０の上面２２まで延在して重なるように形成している。従って、ディスク１を無
理に差し込んだ場合、図８（ｃ）に示した従来技術とは異なり、第１誤挿入防止突起１２
と移動シャシ２０の上面２２との間にディスク１を差し込めないため（図４参照）、この
ディスク１が移動シャシ２０を押し下げて誤挿入することを確実に防止することができる
。また同様に、第２誤挿入防止突起３４と移動シャシ２０の上面２２との間にもディスク
１を差し込みできない。
【００１４】
このような構成からなる本発明によるディスク誤挿入防止装置の実施の形態を用いる場合
、まず、図３（ａ）に示すように、軸３０ａを支点にアーム部材３０を回動してローラ３
２を移動シャシ２０の上面２２に向かって上昇させてディスク１を引き込む状態にする。
そして、ディスク１が挿入口に挿入されると、図３（ｂ）に示すように、ディスクガイド
２８とローラ３２との間にディスク１が挟まれてローラ３２の回転によりターンテーブル
２６に搬送される。また、アーム部材３０は、ディスク１がターンテーブル２６に搬送さ
れると、図３（ｃ）に示すように、軸３０ａを中心に回動することでローラ３２を降下さ
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せるとともに第２誤挿入防止突起３４を上昇させる。これにより本実施の形態では、図４
に示すように、第２誤挿入防止突起３４が新たなディスク１－２の誤挿入を確実に防止し
、移動シャシ２０内でターンテーブル２６に設置したディスク１－１の所定情報を安全に
記録再生することができる。
【００１５】
このように、本発明によるディスク誤挿入防止装置の実施の形態によると、図４に示すよ
うに、移動シャシ２０の上面２２を第２誤挿入防止突起３４と固定シャシ１０内の第１誤
挿入防止突起１２とに重なるように設けているため、新たなディスク１－２が第２誤挿入
防止突起３４と移動シャシ２０の上面２２との間に差し込まれてアーム部材３０を押し下
げて誤挿入することを抑えるとともに、第１誤挿入防止突起１２と固定シャシ１０の上面
２２との間に差し込まれて移動シャシ２０を押し下げて誤挿入することを抑え、固定シャ
シ１０内で動作中の内部装置を破損、またはディスクの傷などの悪影響を与えることを防
止できる。
【００１６】
ここで、図１に示した固定シャシ１０に第１誤挿入防止突起１２を樹脂成形により一体に
形成した実施の形態を説明したが、これに限定されるものではなく、例えば、固定シャシ
をプレス品などの板金材で形成して曲げ、絞りなどの加工により第１誤挿入防止突起を形
成、または第１誤挿入防止突起を別部品により形成しても良い。図５は、このように曲げ
、絞りによる第１誤挿入防止突起４２を備えた板金材からなる固定シャシの他の実施例を
示す図である。また、図６は、第１誤挿入防止突起５２を別部品により形成した固定シャ
シの更なる他の実施例を示す図である。
【００１７】
図５に示すように、固定シャシの他の実施例は、プレス品などの板金材により形成してお
り、ディスク１を出し入れする挿入口の上部に曲げ加工により一体に形成した第１誤挿入
防止突起４２ａ、または挿入口の上部を凹状に絞り加工した第１誤挿入防止突起４２ｂを
各々設けている。一方、図６に示すように、固定シャシの更なる他の実施例では、ディス
ク１を出し入れする挿入口の上部に別部品をネジ止め、またはカシメなどにより固定した
第１誤挿入防止突起５２を設けている。
【００１８】
このように、固定シャシ４０、５０に曲げ、絞り、または別部品のいずれかによる第１誤
挿入防止突起４２、５２を設けた場合、図１に示した固定シャシと同様の効果が得られる
とともに、第１誤挿入防止突起４２、５２を種々の形状で自由に形成でき、且つ、固定シ
ャシ４０、５０を板金材により形成することで外部からの衝撃に耐えうる耐久性の高い製
品を形成することができる。
【００１９】
以上、本発明によるディスク誤挿入防止装置の実施の形態を詳細に説明したが、本発明は
前述した実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で変更可能で
ある。
例えば、第１誤挿入防止突起を固定シャシの挿入口上部に２箇所突出させて設けた実施の
形態を説明したが、これに限定されるものではなく、第１誤挿入防止突起を複数、または
中心位置に設置することで誤挿入の防止効果を高めても良い。
【００２０】
【発明の効果】
このように本発明によるディスク誤挿入防止装置によれば、第１誤挿入防止突起と第２誤
挿入防止突起とを固定シャシ内で移動シャシの上面に重なるように設けているため、ディ
スクが第１誤挿入防止突起と移動シャシの上面との間、及び第２誤挿入防止突起と移動シ
ャシの上面との間に差し込まれて移動シャシとともにアーム部材を押し下げて誤挿入する
ことを抑え、固定シャシ内で動作中の内部装置を破損、またはディスクの傷などの悪影響
を与えることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明によるディスク誤挿入防止装置の実施の形態を示す斜視図。
【図２】図１に示した第２誤挿入防止突起をディスクの誤挿入を防止する位置に回動させ
た状態を示す図。
【図３】図１に示したディスク誤挿入防止装置の動作を示す図。
【図４】図３（ｃ）に示した第２誤挿入防止突起によりディスクの誤挿入を防止する状態
を示す図。
【図５】曲げ、絞りによる第１誤挿入防止突起を備えた板金材からなる固定シャシの他の
実施例を示す図。
【図６】第 1誤挿入防止突起を別部品により形成した固定シャシの更なる他の実施例を示
す図。
【図７】従来のディスク誤挿入防止装置を示す斜視図。
【図８】図７に示したディスク誤挿入防止装置の動作を示す図。
【符号の説明】
１　　ディスク
１０　　固定シャシ
１２　　第１誤挿入防止突起
２０　　移動シャシ
２１　　側面
２２　　上面
２２ａ　切り欠き部
２４　　ダンパ
２６　　ターンテーブル
３０　　アーム部材
３０ａ　軸
３２　　ローラ
３４　　第２誤挿入防止突起
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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